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滋賀県教育教育委員会では、活力のある県民社会、生 き甲斐のある生活を築 くための一つ と し

て、文化環境づ くりに取 りくんでいます。特 に、文化財保護行政 にたず さわ るものとして、近年

の社会変化 に即応 し県下の実情や将来あるべ き姿を見定めつつ、文化財の保護 と活用に努めて お

ります。

先人が残 して くれた文化財 は、現代を生 きる我々のみな らず子々孫々に至 る貴重な宝で もあ り

ます。 このような大切な文化遺産を破壊す ることな く、後世 に引き継 いでい くためには、広 く県

民の方 々の文化財 に対す る深い御理解 と御協力を得なければな りません。

ここに、昭和 63年度 に実施 しま した県営 ほ場整備事業に係 る発堀調査の結果を取 りまとめま し

たので、御高覧の うえ埋蔵文化財の御理解 に役立てていただければ幸いです。

最後 に、発堀調査の円滑な実施 に御理解 と御協力を頂 きま した地元の方 々、並 びに関係機関 に

対 して厚 く御礼申 し上げます。   ‐    J

平成元年  3月

滋賀県教育委員会

教育長 西池季節



例

1.本書 は昭和63年 度県営ほ場整備事業に伴 う近江八幡市東出遺跡の発堀調査報告書で、昭和 63

年度に発堀調査 し、整理 した ものである。

2.本 調査 は滋 賀 県農 林 部 か らの依頼 により、滋賀県教育委員会を調査主体 とし、 (財 )滋賀

県文化財保護協会を調査機関 として実施 した。

3.発堀調査 にあたっては、近江八幡市教育委員会 の協力を得た。

4.本書で使用 した方位 は磁針方位 に基づき、高 さは東京湾の平均海面を基準 としている。

5.本事業の事務局は次のとお りである。

口

滋賀県教育委員会

文化財保護課長

同  課長補佐

埋蔵文化財係長

同  主任技師

管理係主任主事

(財 )滋賀県文化財保護協会

理事長

事務局長

企画調査課長

同  調査第一係長

同  調査第一係主任技師

同  調査第二係主任技師

総務課長

堀出亀与嗣

小川 啓雄

林  博通

木戸 雅寿

山出  隆

吉崎 貞一

中島 良一

近藤  滋

大橋 信弥

宮崎 幹也

濱   修

山下  弘

6.本書の執筆・ 編集 は調査担当の濱修が行な った。

7.出土遺物や写真 。図版については、滋賀県教育県教育委員会で保管 している。
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第 1章 はじめに

本書は昭和 63年度県営 ほ場整備事業 (桐 原・ 馬淵地区岩倉工区)に 伴 う、近江八幡市東出遺跡

の発堀調査の成果をまとめた ものである。東出遺跡 は『昭和60年 度滋賀県遺跡地図』 によれば、

飛鳥時代を中心 とした遺物の散布地 として周知 されている。また、隣接す る御館前遺跡や観音堂

遺跡では、昭和 56年度以来のほ場整備事業や、白鳥川改修工事に伴 う事前調査で弥生時代か ら中

世にかけての数多 くの遺跡が発見 されている。

そのため、 ほ場整備事業の実施に伴 い、遺跡の確認 と、遺構保存の調査を実施す ることとな っ

た。調査の実施に当 っては、地元岩倉地区の関係者の方々に協力を得た。

第 2章 遺跡の位置と環境

東出遺跡は『昭和60年 度滋賀県遺跡地図』 によれば、近江八幡市長福寺町に位置す るとされ る
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A 東出遺跡  1 九里氏館遺跡  2 金剛寺城跡  3,金 岡!寺遺跡  4 宮ノ後遺跡  5 大手前遺跡  6 御所内遺跡

7 金瀬遺跡  8.西 海道遺跡  9 谷氏館遺跡  10 蔵ノ町遺跡  H 上下遺跡  12 西中遺跡  13 寒敦遺跡

14 柿木原遺跡  15 半田遺跡  16 上田遺跡  17 川ノ回遺跡  18 柿ノ町遺跡  19 馬淵城遺跡  20 堂ノ内遺跡

21 御館前遺跡・千僧供古墳群  22 勧学院遺跡  23 小田中遺跡  24 長光寺城跡  25 町田遺跡  26 岩倉山北古墳群
27 瓶割山西古墳群  28 長福寺城跡  29,妙感寺古墳  30 岩倉山南古墳群  31 上平木古墳群  32 瓶割山古墳群
33 上沢遺跡  34 田中堂遺跡  35,中 出遺跡  36 倉橋部遺跡  37 安吉古墳  38 倉橋部廃寺遺跡  39 栗木山古墳
40 倉橋部古墳群  41 西ノ前遺跡  42 主養寺遺跡  43 浄土寺C古墳群  44 中羽田西山古墳群  45 下羽田遺跡

第 2図 東出遺跡と周辺の遺跡
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山は古来良質の石材を産出 し、現在 も山中には巨石が数多 く見 られ る。蒲生郡誌によれば、織豊

期 には岩倉村の石工 は八幡城 。大坂城・ 衆楽第の工事に参加 したとされ る。

周辺の遺跡 (第 2図 )は 、旧石器時代では布引山系で有舌尖頭器や翼状石器が出上 して い ?。
③

近江八幡市内では宮力浜湖底で尖頭器が出上 しているほか、蔵 ノ町遺跡で も尖頭器が出上 してい

る。縄文時代の遺跡は、湖岸周辺 に集中 して、元水茎遺跡や長命寺湖底遺跡などがあるが、 内陸
④                       ①     ①

部では常衛遺跡で中期の上器棺墓が出上 しているほかは、金剛寺遺跡・ 勧学院遺跡などで後期・

晩期の破片が出土 しているにすぎない。弥生時代では遺跡数 も増加 して くる。千僧供町・ 岩倉町

周辺では、後期になると千僧供町勧学院遺跡で方形周溝量が、堀 ノ内遺跡では五角形堅穴住日 も

検出されている。古墳時代になると、引き続き堅穴住居が構築 され るほか、千僧供古墳群 として、

供養塚古墳・ 住蓮坊古墳・ 岩塚古墳・ トギス塚古墳などが出現す る。後期になると、瓶割山か ら

掘立柱建物群なども検出されてい
g。

さらに、長光寺山城・ 馬淵城 跡 な ど中世 城 館 も多 い。 こ

うした遺跡群 は、 この地域が古代 よ り、湖東か ら湖南にかけての交通の要衝であ り、文化の中心

地であ ったことを示 している。

第 3図 遺跡位置図 (明治26年測図)
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第 4図 東出遺跡調査範囲図
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第 3章 調査の経過

調査 は昭和 63年度県営 ほ場整備事業 (桐 原馬淵地区岩倉工区)に 伴 い、遺 跡 の範 囲確 認 と遺

跡への影響を確認す るため、直接工事の影響を受ける小排水路について、 4月 19日 か ら21日 まで

試掘調査を実施 した。その結果、第 137-2号小排水路、第 137-3号小排水路、第94-1号 水

排水路で遺構を確認 したため、発掘調査を実施 し、遺構の記録保存を計 ることとなった。

調査は 6月 1日 か ら 6月 25日 まで発掘調査を実施 し、その後整理調査を行なった。

調査区はT-1か らT-5ま で設定 した。 (第 4図 )T-1、 T-2、 T-4は すでに耕土や

床上が除去 され、客土 により嵩上 された状態であ り、 T-3、 T-5は 床土が除去 されたままの

状態であった。調査はT-1・ T-5・ T-3・ T-4・ T-2の 順 に行な った。梅雨の集 中豪

雨でT-5が しば しば冠水 し早急に調査する必要があったため、T-5を 予定 よ り先に調査 した。

調査は重機によ り表土を除去 した後、人力で遺構を検出 し、掘込み、写真 と図面で記録化を計 っ

た。

第 4章 検出遺構

T-1(第 5図・ 図版四 )

この調査区では、包含層を除去す ると、多 くの ピッ トが検出されたが、掘立柱建物 と成 るもの

は 2棟 のみであった。

掘立柱建物 (SB-1) トレンチ西より検出 した掘立柱建物である。東西 4間、南北は不 明

である。南北柱列で N-24° 一Wを示 し、柱穴は直径 30cll前 後で、深 さは検出面 より12～ 18 clllを

測 る。 P-1よ り土師器皿片 12・ 13(第 H図 )が 出土 している。中世後期の ものと思われ る。

掘立柱建物 (SB-2) 南北列で N-16° 一Eを示すが、プ ランは明確ではない。柱穴 は30

cm前後を示 し、深 さは検出面 より30cm前 後である。 P-2か らは土師器皿 14(第 11図 )が 出土 し

ている。 これ も、中世後期の遺構 と思われ る。

この トレンチでは直径 30cm前 後の柱穴 と、60～ 70 cm前 後のものが見 られ る。小形の柱穴か らは

いずれ も土師器皿が見つか ったために、中世後期の柱穴 と思われ るが、大形の物 は土師器の細片

のみ しか検出されなか ったが、包含層の出土遺物か ら奈良時代中ごろの遺構 と思われ る。

T-2(第 6図・ 図版五 )

2ト レンチか らは土境 と溝・ 柱穴などが検出された。

土壌 (sK-1)南 北の直径が 1.6mを測 るやや楕円形の土墳で、深 さは20 cm程 度で あ る。

遺物の出度量 も少 な く性格 は不明であるが、中世後期の焙烙片が出上 している。

溝 (SD-1) 幅80cm、 深 さ20cm前 後で主軸は東に約 60° 振 られ る溝である。遺物 は含 まれ

ていない。埋上 には砂礫が多 く見 られた。

-5-
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第 6図  T-2遺 構配置図

T-3(第 7図・ 図版七 )

3ト レンチでは大型の上壊や、 ピッ ト、溝状遺構が検出された。

土崚 大型の上壊が 5基検出され、検出面か ら30～ 50cmの 深 さを測 り、直径が 1.50m前 後 の円

形に近いものである。埋土は黒色粘土で、遺物は含まれていない。断面の形状 は放物線状になるが、

南北方向に並ぶ ことか ら掘立柱建物の柱穴の可能性 も考え られ る。

溝 (SD-1) ほぼ南北方向に流れる溝である。幅約 70clll、 深 さは約 20clllで 埋土 は黒色粘質

土である。遺物 は含 まれていない。

-7-
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第 9図  T-4、 SD-1遺 物出土状況図

T-4(第 8・ 9図、図版八～十二 )

4ト レンチか らは、溝 (SD-1)ん 検ゞ 出された。そのほか大小の土壊・ ピッ トが検 出された

がその性格 は明 らかでない。 SD-1以 外では遺物 の出土 はなか った。

溝 (SD-1) この溝は幅が トレンチ中央で約 2.5mぁ り、深 さは 1,2mで 、 ほぼ東西 に流

れる。客上を除去す ると、ほぼ直下に黒褐色の埋土が検出できた。平面形 は溝の両端にそれぞれ

平担面が見 られ、断面は緩やかなカーブを描 く。出土 した土器の多 くは、中層にやや浮いた状態

となって出上 し、その上層 には焼土塊が出上 した。溝の基底面 と法面には直径 5～ 10clll程 度 の河

原石が葺 き石状 に散布 していた。 4ト レンチの出土遺物 はすべて この溝か ら出土 した。 この遺構

は方形周溝墓の周溝の可能性 も考え られるが、この トレンチ内では関連す る周溝は検出されなか っ

た。灌漑用の水路であろうか。 この溝は古墳時代初頭 には埋没 した ものと思われ る。

T-5(第 10図 、図版十三・ 十四 )

溝 (SD-1) この溝は幅 と.0～ 1.7mぁ り、深 さは30～ 40cmで あ る。 トレンチ内に見 え隠

れす るように蛇行 して検出され、北西方向に流下す る。埋土 は褐色粘上で 5～ 10cmの礫 も多 く見

られた。出土 した土器か ら古墳時代初頭の時期に埋没 した自然流路 と思われ る。

また、 トレンチ南端は南 に落込み、腐植上を含む黒色粘土層が堆積 していたが、遺物の出土 は見

られなか った。

-10-
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第 5章  出土遺物

T-1(第 ■図、図版十六 )

P-1(12・ 13)土 師器皿が ピッ ト内よ り出土 した。 12は 国縁部上半で肥厚 し外側 に伸 び口

縁端部を丸 くおさめる。体部下半で内側に屈曲す る。胎土 はこまか く、色調 は灰 白色を呈す。復

元 口径 は 10clll、 器高は 1.8cmで ある。 13は 回縁部上半を肥厚 させ、端部を丸 くお さめ る。体部下

半を強 くナデて内弯 させている。色調 は灰白色で、胎土は密で、焼成はやや甘い。 12・ 13共 にや

や摩滅 しているが、15世紀代の ものと思われ る。

P-2(14) ピッ ト内よ り土師器皿が出上 した。 日縁部上半をやや肥厚 させ、端部は丸 くお

さめる。色調 は灰褐色、胎土 は密で、焼成はやや甘 い。復元 口径 は 9,4cmで ある。 15世紀代 の も

のである。

包含層 (1～ 11) 1・ 2は須恵器の郭蓋、 3か ら 9は 郭身である。

1は つまみ と端部を欠 くがやや大型の蓋で、ヘ ラ削 りが著 しい。 2は 1に 比べ るとやや小型で

復元 口径 は11.8cmで ある。 日縁端部はやや丸みを持つ。 3・ 4は 郭身の口縁部で、斜 め外方 向に

伸び口縁端部は丸 くおさめ る。 5・ 6は 高台の付かない郭身である。内面・ 外面 とも回転横 ナデ

を施 し、底部外面は未調整である。 7か ら 9は 断面方形の張付け高台の付 く郭身である。 7は や

や厚い底部を持ち、胎土は 1～ 2 1mll大 の砂粒を含む。 8は やや高い高台を持ち、胎土 は精級で色

調 も明るい青灰色を呈す。 9は 濃い青灰色を呈 し、器壁内には空気穴が目立つ。

10は土師器の皿である。遺構面直上 より出上 した。 □縁部上半を横 ナデで肥厚 させ、端部 は丸

くおさめ る。

11は 常滑系の大甕の底部である。胎土 には石英等 の砂粒を多 く含み、内面は回転ナデ、外面 は

―
1

＼

0

4＼

第11図 T-1出 土遺物実測図
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ヘラ肖1り が見 られ る。

これ らの遺物の年代観は、 とか ら9が 8世紀代、10か ら14は 15世紀代の遺物 と思われ る。

T-2(第 12図、図版十六・ 十七 )

SK-1(26・ 27)26は 須恵器の郭身で高台の付 くものである。復元 口径 は 8.2 cmで 、色 調

は濃い青灰色、全体 に摩滅が見 られ る。 8世紀代の ものである。

27は 賠烙の口縁部で、復元 口径は23。 4clllで ある。 日縁部はやや肥厚 し、外面 には折 り返 しの段

が見 られ る。内面にハケロを施す。色調は暗灰褐色で、胎土 は精緻である。 15世紀代の もの。

包含層 (15～ 25) 15か ら18は 須恵器の郭蓋である。15は扁平なつまみを持つ。 16は 大型 のや

や扁平なつまみを有 し、天丼部には粘上の継ぎ目痕が見 られ る。 17は やや宝珠形 となるのつまみ

を付 し、外面ヘ ラ削 り、内面 は横 ナデが見 られ る。 また、内面には二条のヘ ラ描 き沈線が見 られ

る。 18は 端部を内側 に折 り曲げる。胎上には砂粒が多い。 19・ 20は 郭身の口縁部である。 19は 外

面には自然釉が施 されている。20は 復元 口径は12.4clllで 、回縁部は肥厚 して外反 ぎみに伸 び る。

21か ら23は 須恵器の郭身である。21は 高台の付かないもので、復元底径 は 7 clllで ある。22は 外方

にふんば る張 り付 け高台を有 し、底部外面の調整 も丁寧である。23は やや扁平な張 り付 け高台を

有 し、底部外面の調整は荒い。24は 陶硯の破片である。残存 口径 は約 6分 の 1で 、外堤の復元 口

径は12.2cmあ り、色調 は青灰色、胎土 は精級であるが、全体 にやや摩滅 してい る。形態 は中央部

の陸 と、その周囲を海が取 り巻 き、陸 と海 とは内堤 によ り区画す る有堤式の円面硯である。硯部

外端には一条の突帯が残 されているが、それより下半 については欠損 している。硯足 について も

―

9

＼

27

15cm

(15～ 25)、 T.-3(28.29)出土遺物実測図
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その形態 については不明である。25は 須恵器系無釉陶器の邪底部である。高台は断面逆三角形 を

呈 し、内・ 外面 は回転ナデを施す。

これ らの年代観は15か ら24は 、 8世紀代の ものと考え られ、 20・ 22は やや古 くなる。24は 平城
③

京 S D 3715出 上の ものに近い。25は 10世紀中ごろの ものと思われ る。

T-3(第 12図・ 図版十七 )

いずれも包含層からの出土である。 トレンチ全体で も遺物の出土 は少量であった。

28は 須恵器の杯蓋で復元 日径 は16.4cmで ある。端部は強い横 ナデによ り折 り返 され る。

29は 土師器の皿である。日縁部はゆるやかに外反 し、 日縁端部は丸 くおさまる。色調は赤橙色、

胎土は密であ り、焼成はやや甘 い。

28は 8世紀中ごろ、29は 9世紀中ごろの ものと思われ る。

T-4(第 13図 、図版十五・ 十七 )

SD-1(30～ 48)30は 壷の日縁で くの字 に外反す る。 □縁部 は丸 く、外方 にややつ まみだ

され る。器壁は厚 く、復元 口径 は■.Ocnで ある。色調 は赤橙色で、胎土は密で あ るが、調 整 は非

常に甘 い。31は 外反す る国縁部を持つ広 口壷である。全体 に緩やかなカーブを以て外反 し、頸部

と体部 との くびれは不明瞭である。 日縁体部は外方 にややつまみ出され る。外面の調整は体部 を

荒いハケロの うえか らヘ ラ磨 きを縦・ 横 に雑 に施 して、頸部か ら口縁部にかけて縦方向にヘ ラ磨

きを施す。内面は頸部に薄 くハケロ状の調整が見 られ、その うえを横 ナデで仕上げた ものである。

体部には粘土紐継ぎ目痕が明瞭に残 り、その上を指押 さえと横 ナデで調整す る。胎土は 1～ 2 1nll

大の砂粒を多 く含む。32は 大型の壺の上半である。 日頸部 は大 き く外反 し、頸部やや狭 く、頸部

か ら体部の区画は明瞭ではない。 □縁端部は外側 に面を持ち、上端、下端か らの横ナデによ り凹

線状の段を作 る。外面 はやや荒いハケロを施 し、頸部のハケロは横 ナデでナデ消 されている。 内

面は体部 に密なハケロが施 され、 口縁部 は横 ナデが施 され る。

33か ら37は 受 け口状 □縁を持つ甕である。33は 甕の口縁部で、復元 口径 は 14.8 culで あ る。受 け

部の顎は丸 く、立 ち上が りはゆ るやかに外方 に伸びる。内外面 とも横 ナデを施 し、外面頸部 にハ

ケロを施す。34は 外方 に伸びる日縁部で、顎部の張 りは明瞭である。 日縁端部 は強い横 ナデで更

に外方 にのび、全体にS字 に近い形状を呈す る。35は 頸部か らはぼ上方 に伸 び、頸部か ら口縁端

部にかけて面を持ち、端部は丸 くおさめる。36は 受 け口状 口縁部を持つ鉢である。 □頸部は屈 曲

してさらに上方 に立 ち上が る。 口縁端部は外上方 に強い横 ナデでつまみ上 げ られている。体部外

面はハケロが所々見 られ、頸部にヘ ラ状工具による刺突 と、体部上端には直線文、崩れた波状文

を施す。内面は口縁部を横 ナデ し、体部は指押 さえによ り器壁を薄 くしている。全体 に摩滅 して

いる。37は 復元 国径が22.8cmで ある。屈曲 した頸部か ら上方に伸びる国縁部 と、 さ らに屈 曲 して

外方 に伸 びる端部か ら成 る。口縁部外面には二条の平行沈線 と、四条 か らな る縦方 向の沈線 を施

す。頸部 には刺突痕が見 られ る。内面は国縁部に横 ナデ、頸部か ら体部 にかけては荒いハケ ロを

-14-
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施す。

38か ら42は 高郭である。38は 郭底部が直線的に外方に伸 び、日縁部 との境で稜を もつ。 日縁部

は外反 して立ち上が り、端部は横ナデによ りやや面をなす。外面は国縁部を横 ナデ して、郭部 は

ハケロの上か ら丁寧なハ ラ磨 きによリハケロを消 している。内面はヘ ラ磨 きで調整 し、 日縁部立

ち上が り部分は横ナデの上か らやや粗 くヘ ラ研磨す る。39は 深い郭部を もち、杯底部はやや平 ら

に伸びる。外面は平滑 に仕上 げて、内面はやや粗い。40は ややあが り気味の郭底部か ら、斜め上

方に直線的に伸びる国縁部を持ち、端部は丸 くおさめる。外面共に摩滅 して調整等は明瞭で はな

い。41は 三点透か しの脚部である。外面にヘ ラ磨 きを施 し、脚内面は指押 さえで調整 してい る。

42は 郭底部 と脚部外面を丁寧にヘ ラ磨 き し、脚部内面には絞 り目痕が見 られ る。

43は器台の脚部である。三方に透か しを持ち、脚部か ら郭部 にかけては緩やかに屈曲 している。

外面はヘ ラ磨 きを施 し、内面下半は横 ナデで調整す るが、ハケロが薄 く残 る。

44か ら48は 壷・ 甕の底部である。44は 平底で、外面を強 く指押 さえ し、やや方形に変形 して い

る。内面 はヘ ラ状工具の先端で刺突 したあと、細かなハケロを施す。32の 底部 と思われ る。 45は

やや上げ底 にな り、内面にはハケロを施す。46は 中央部が上げ底 とな り、外面をヘ ラ状工具で調

整 し、内面 は粗いハケロを多 く施す。31の 底部 と思われ る。47は やや上げ底 とな り、内外面 にハ

ケロを施す。48は 上げ底で、体部にかけて大 き く外反 し、器壁 も薄い。

土器の年代観は、 38が弥生時代後期の高郭と思われ るが、その他 はいずれ も古墳時代初頭 の時

期 と考え る。

T-5(第 14図 、図版十五・ 十八 )

いずれ もSD-1か ら出土 した ものであるが、61・ 68は上層より出土 した ものである。

SD-1 49は 弥生後期の大 甕の 口縁部 と思 われ る。 厚 い器壁で、頸部か ら口縁部 にか けて

大き く外反す る。日縁端部は上方につまみ上 げ られ る。外面には七条のクシ状工具による、縦方

向と、横方向に沈線が施 され る。 日唇部 と頸部には刺突列点文が施 され、内面は横方向にハ ケ ロ

が施 され る。色調は灰褐色で、胎土 には 1～ 5 1nlll大 の砂礫を含み、焼成は もろい。

50か ら54は 受 け回状 口縁部を持つ甕である。50は くの字 に外反す る国頸部が外方 に伸びて、日

縁端部はさらに外方 につまみ出され、 日縁端部は丸 くおさまる。外面 は日縁顎部 に刺突列点文 を

施 し、体部にはハケロを施す。内面は横 ナデ調整す る。51は 外反す る頸部か ら口縁部がほぼ垂 直

に立ち上が り、 日縁端部は外方 につまみ上げ られ丸 くおさまる。体部外面は方向のヘ ラ描 き沈線

を施す。52は 大 き く外反す る頸部 と、張 りだ した顎部か ら外方に伸びる日縁部を持つ。 さらに外

方向につまみ出される端部は上方に面をなす。体部外面には荒いハケロを施す。53は 薄い器壁で、

頸部か ら緩やかに外上方 に伸 びる国縁部を持ち、端部は丸 くおさま る。54は 大 き く外反す る頸部

から外上方に伸びる国縁部で、端部は外方向につまみ出され る。外面には三条一帯の雑な波状文 を

施 し、頸部か ら下半 にかけて、ハケロが見 られ る。

55056は くの字に外反する日縁部を持つ。55は 外反する頸部と、やや内弯する口縁部は端部内

-16-
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面で肥厚する。56は くの字に外反する広口壷で、 くびれ部は明瞭である。頸部外面 にハケロが少々

見 られ、内面は指頭圧で調整す る。

57か ら59は 小型壷である。57は 緩やかに外反す る国縁部で、端部 は丸 くおさまる。 日縁部 には

指頭圧痕が残 り、体部外面 にはハケロが薄 く残 り、内面はヘ ラ削 りが見 られる。色調 は淡褐色で

胎上には角閃石を含む。58は 長頸壷の体部で、胴部の張 りは下半部 3分 の 1く らいにあ り、楕 円

型の断面 を もち、底部は上げ底 になる。頸部下端 にクシ描文が残 る。 59は しもぶ くれ気味の体部

を持つ長頸壷である。底部は上げ底である。全体 に摩滅 して、外面調整は不明であるが、内面 は

指ナデで調整 している。色調 は黄灰色で、底部近 くに黒ハ ンが見 られ る。胎土は荒い粘土を用 い

ている。

60・ 61は 高郭の脚部である。60は 直線的に伸びる脚部か ら据部が広が り、穿孔 は見 られ ない。

61は ハの字 に開 く脚部で 3点透か しを持つ。

62か ら64は 器台である。62は ハの字 に開 く脚部で、穿孔 は不明である。63は ハの字 に開 く脚部

か ら、斜 め上方 に伸びる郭部を持つ。穿孔の有無 は不明である。64は 脚部が裾部 にむか って緩や

かに開き、郭部は斜め上方に伸びる。穿孔は 3点見 られ る。他 に くらべやや古い時期 と思われ る。

65は 郭部である。垂下す る口縁外面にはやや雑な波状文 と、棒状の浮文を付す。邦部内面 は平滑

に仕上げる。

66・ 67は 底部で、いずれ も上げ底である。66は 外面に、67は 内面にハケロを施す。

これ らの遺物の時期は、64が弥生時代後期、その他は古墳時代初頭の ものと思われ る。

第 6章 ま と

東出遺跡での今回の調査 は、 ご く限定 された範囲での調査であったため、各遺構の関連性や、

個別の性格など、遺跡全体の解明は少 々困難であった。 しか し、東出遺跡の一部分な りとも明 ら

かになったことは、今後 この地域の歴史を認識 してい くうえで意義深い事である。

東出遺跡 は大 き く 3時期の年代観が得 られた。

I期 は古墳時代初頭である。 T-4の SD-1、 T-5の SD-1な どがその時期 となる。東

出遺跡全体の中では倉橋部集落寄 りの南部地域がその中心 と思われ る。 T-5の SD-1は 蛇行

す る自然流路の性格が強い。 TT4の SD-1は 出土遺物の遺存状態や、溝の法面か ら底 にかけ

て玉石が張 り付 けてあるような状態が見 られ、 これは人為的に配石 した ものと思われ るが、今回

の調査では方形周溝墓などの遺構の可能性は少ない。農耕用の灌漑溝 と思われ る。

I期 としては奈良時代中ごろの時期が考え られ る。明確な遺構 は検出されなか ったが、出土 し

た遺物か ら推測 され る。 T-2出 上の陶硯はこの時期の ものであるが、普通陶硯の出土 は一般集
⑩

落よりは官衡址や寺院址などか らの出土が多い。硯の出土 した遺跡 は県内で30数 力所あるが、東

出遺跡 に近接す る御館前遺跡 において も昭和56年 度の調査で円面硯が出土 している。
⑩

馬淵・ 千僧供町周辺では昭和56年度の御館前地区で墨書土器や円面硯の出上、榎木立地区で南

め
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①
北方向の掘立柱建物、溝の検 出、昭和60年 度の勧学院地区での「習書木簡」や墨書土器の出土、

③
昭和62年 度の御館前地区での大型の掘立柱建物群の出土など官衝的要素の強い遺構や遺物が多 く

出上 している。東出遺跡の陶硯の出土 もこうした遺跡群 との関連を類推 させ るものと思われ る。

Ⅲ期 と しては室町時代中頃の村落が考え られ る。 T-1よ り掘立柱建物が検出された。その全
⑫    ①

体像は明 らかではないが、周辺の遺跡では柿木原遺跡や半田遺跡などで室町時代前半の掘立柱建

物が検 出されている。東出遺跡のT-1、 SB-1は これ らの遺跡の建物群 とほぼ同方向の N―

24° 一Wを示 し、出土遺物 も類以す ることか ら、 この時期の ものと思われ る。

室町時代中頃は中世村落において も生産力の向上 に伴 って、村落内の共同体的結合が強化 され、

徳政一揆などの農民一揆が頻発 し、その母体となったのは村落の座的結合であ り、惣村であ った。

現在、馬淵町にある馬見岡神社、千僧供町の椿神社には中世的な伝統を残す宮座の祭杷が残 されて

いる。律令的村落が解体 し、11～ 12世 紀に中世的村落が形成 され、 さらに近世村落に近 い集落構

成が14～ 15世 紀代 に形成 され るの もと思われ る。 Ⅲ期の東出遺跡 はこうした時期の村落形成 と し

て、惣的結合を もった村落構造が形成 されていた ものと推察 され る。

註

① 八日市市史「八日市市周辺の地形と地質」『八日市市史第一巻 古代』 (1983年 )八 日市市

② 同    「古代のあけばの」同上

③ 滋賀県教育委員会 。 (財 )滋賀県文化財保護協会「近江八幡市蔵ノ町遺跡 。久郷屋敷」『ほ

場整備関連遺跡発掘調査報告書 XⅣ -4』 (1987)

④ 滋賀県教育委員会「常衛遺跡」『滋賀県文化財調査年報』 (1987)

⑤ 滋賀県教育委員会・ (財 )滋賀県文化財保護協会『県道下豊浦鷹飼線道路改良工事に伴う金

剛寺遺跡発掘調査報告書』Ⅱ (1987)

③ 近江八幡市教育委員会『勧学院遺跡発掘調査報告書』 (近江八幡市埋蔵文化財調査報告書 )

Mll(1985)

⑦ 田路正幸「五角形住居跡を検出 堀ノ内遺跡」『滋賀県文化財だより』No86(財)滋賀県文

化財保護協会 1984

③ 近江八幡市教育委員会「御館前遺跡 (Ⅱ )現地説明会資料」 (1987)他

③ 奈良国立文化財研究所『平城京発掘調査報告�』 (1982)

⑩ 滋賀県立近江風上記の丘資料館『近江の官衝』―墨書土器 と硯― (1983)

① 滋賀県教育委員会 。 (財)滋賀県文化財保護協会「近江八幡市勧学院遺跡・ 田中堂遺跡」

『ほ場整備関連遺跡発掘調査報告書 XⅢ -2』 (1986)

⑫ 滋賀県教育委員会 。 (財 )滋賀県文化財保護協会「近江八幡市柿木原遺跡」『ほ場整備関連

遺跡発掘調査報告書 XⅢ -2』 (1986)

① 滋賀県教育委員会 。 (財 )滋賀県文化財保護協会「近江八幡市半田遺跡」『ほ場整備関連遺

跡発掘調査報告書XV-4』 (1988)

-19-



版図



図
版

一　

遺
跡

(1)調査地遠景 (東 より)

(2)調査前近景 (北 よ り)
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(1)妙感寺古墳 (西より)

(2)T-2表 土除去 (北より)
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(1)T-1検 出状況 (西 より)

(2)T-1近 景 (西 より)
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(1)T-1全 景 (西 より)

(2)T-1全 景 (東より)



図
版
五
　
遺
構

(1)T-2全 景 (北より)

(2)T-2全 景 (南 より)
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T-3土 壊 (西 より)
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(1)T-3全 景 (北 より)

(2)T-3全 景 (南 より)
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(1)T -4全景 (北 より)

(2)T-4全 景 (南 より)
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(1)T-4、 SD-1調 査状況 (北 より)

(2)T-4、 SD-1近 景 (東 よ り)
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(1)T-4、 SD-1検 出状況 (南より)

(2)T-4、 SD-1完 掘状況 (東 より)
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(1)T-4、 SD-1土 器出土状況 (南 より)

(2)T-4、 SD-1土 器出土状況 (西 より)
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(1)T-4実 測状況 (北より)

(2)T-4、 SD-1断 面 (西 より)
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(1)T-5全 景 (北より)
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(2)T-5全 景 (南 よ り)
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(1)T-5、 SD-1近 景 (南 より)

(2)T-5、 SD-1土 器出土状況 (東 より)
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56

T-4(31.32.36.37.39.43)T-5 (54.56.58.59) 出土遺物
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(1)T-1出 土遺物

常

(2)T-1(10～ 14)、 T-2(15.16.18.20,24)出 土遺物



図
版
十
七
　
遺
物

(1)T-2、 T-3(28.29)出土遺物

(2)T-4出 土遺物
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(1)T-5出 土遺物

(2)T-5出 土遺物
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